良人 は 昨日 来た 某 警察署の 高等 視察の した 話 を S さ 

ん にして 居ました。 私 は 手に 卓上と 云 ふ 茶色の 表紙 を 

した 雑誌 を 持ちながら、 初めて 聞く 話でした から 良人 

の 言葉に 耳 を 傾けて 居ました。 

『あの 時 居た Y をね、 あれが N さんで せう つて 云 ふの 

だよ。』 

と 良人 は 私に 話 を 向けました。 私 は 思 はず 笑 ひ 出し 

ました。 その 高等 視察が 来ました 時に 私 は K さんと 云 

ふ 人と やはり この 応接室で 話 をして 居た のでした。 私 

が 階下へ 降りる と 直ぐ K さん も 階下へ 来ました。 それ 

迄 良人と 話 をして 居た Y さん も 続いて 階下の 座敷へ 来 



ましたから、 私 は 今 来た 人が 人 払 ひ を 頼んだ ので あら 

うと 思った のでした。 

『Y さんが 大変な お金 持に 見られる つて、 まあね。』 

『Y 君が 出て 行く とね、 あの方で せう N さん はって 云 

ふの だよ。』 

『随分 を かしい 人。』 

私 は 襟の よれ かかった、 縞 目の 穢れた Y さんの 背広 

の 姿が 目に 見えて 酸っぱい やうな 気がしました。 

『その 方 はね、 お金が 無くって ね、 自身 も 一人の 女の 

人 ももう 死なう と 思 ふと 云 ふやうな 話に 来て いらつ し 

つたので すよ。』 



と 私 は S さんに 云 ひました。 S さん はもと より N さ 

んが 大きな 富豪で、 東京 へ 遊びに 来ても 自動車に ばか 

リ乗 るので、 其 人 を 妙な ことから 注意人物 にして 居る 

警視庁が 無駄な 費用 を 多く 使 はせられ て 居る ことな ど 

も 知って 居る のです。 

『ふうむ、 死ぬ つて 云 ふ 人。』 

S さん はこれ はまた と 云 ふ 顔 をし ました。 

『妙な 人が 来る もので。』 

良人 は Y さんの こと を S さんに 話し 出さう として 居 

ました。 私 は 女中が 一 寸 来て くれと 云 ふ ものです から 

階下へ 降りました。 



S さんの やうな 独身者 に は 応接室 で 御馳走 を 上 げ る 

より、 茶の間で 家族と 一 緒に 賑 かに 食べて 貰 ふ 方が い 

いと 良人 は 何時も 云って 居る ものです から、 今日 も 其 

仕度 をして S さん を 案内して 来ました。 S さん は 子供 

達に、 

『さあ、 七 杯 食べる 子に は 小父さんが 御 褒美 を やる 

よ。』 

などと 戯れて 居ました。 

『海鼠の 腸がない かい。』 

と 良人が 云 ふ ものです から、 私 は 雲丹なら まだ ある 

害 だと 思 ひまして、 女中に 持って来させ ましたが、 



『これ は 少し 酒精 気の 多い 雲丹です。 去年 X X から 貰 

つて 来たの てす よ。』 

と 良人が S さんに 云 ふの を 聞いて、 私 はまた Y さん 

のこと を 思 ひ 出しました。 それ は 良人が 九州の 或 団体 

から 招待 を 受けて 行った 時に、 XX 新聞社の 社員と し 

て 接待の 役 をして くれたの が Y さんだつ たの ださう で 

す 力ら 

中の 三人の 子が 床に 入りまして から、 私 はま だ 眠り 

さう にない 末の 子 を 抱いて 一 一階へ 行きました。 

『つ ひ、 長居 をして しまって。』 

と 云って、 S さん は 椅子 を 離れました。 



『まあ、 い いぢゃありません か。』 

『さう です かな。』 

『まだ 七 時 頃 だら う。』 

『ええ。』 

『しい。』 

S さん は 末の 子が 鶏 を 見て 云 ふこと を 云って 子供 を 

からか ひながら また 座りました。 門の 戸 を ニ寸、 三寸、 

また 三寸と 云 ふ 風に 人の 開けた 音が 聞え ました。 暫く 

すると 

『母さん、 女の人が 来ました よ。』 

長男が かう 云って、 私の 処へ 原稿紙で 上包み を斿へ 



た 書簡 を 持って来ました。 良人と 私の 名が 並べて 書か 

れて あるので すが、 文字に 見覚えが ない と 思って 裏面 

を 見る とこれ は Y さんので した。 私 は 抱いた 子 を 下へ 

置いて 封 を 解きました。 

問題の 女 を さし 出します。 

この 冒頭に 私の 心 は 平静 を 失 ひまして、 あとの 文字 

はよ くも 頭に 入らない のでした。 今 はこの 女の 生命 も 

自分の 生命 も あなた 方 御 夫婦に 鎚 つて 取り留めて 頂く 

ょリ 方法がない などと 書いて あった やうでした。 殊に 

死と 云 ふ 字 を 多く 女の こと を 云 ふ 中に 使 つてあった や 

うです 



『Y さんが その 芸者 をお よこしに なった のです よ。 逢 

つて やって 下さいって。』 

良人 は 手紙 を 見ずに くるくると 巻いて しま ひました _ 

『逢って おやりよ。』 

『何処で。』 

『階下で さ。』 

『もう 皆お 床 を 敷いて ます わ。』 

『書斎で さ。』 

『どう 云 ふ 人で せう。』 

『また 伺 ひます。』 

と 云って、 S さん は 立って しま ひました。 私に は 乳 



の 上に 一 一所と か 刺青 をして あると 云 ふその 西 国の 芸者 

と 差 向 ひで 話 をす る こと を 唯の 事 をす ると は 思へ ない 

のでした。 

『あなた も 逢って やって 下さいな。』 

『さようなら。』 

S さんが 梯子段 を 降りて 行きました。 良人 も 私も玄 

関へ 送って 行つ てます と、 き や つ き や つ と 笑 ひながら 

二人の 女の子が 障子の 向う まで 来て 居ました。 

『寝て 居ました のがね、 起きて お送り をし に 来て 居る 

のです よ。』 

『裸体で 飛び出して 来て は 困る よ。』 



こんな 戯談を 云 ひながら S さん は 表へ 出ました。 私 

は それまで 其処に 立 つ て 居る 害の 女 を 見る のが 術な く 

て 身体 を 少し 引き込めて 居た のでした が、 初めて 障子 

から 顔 を 出しました。 

『お上りなさい な。』 

私 は 一 方へ 寄せて ある 障子の 前の 処に 居る 人 を 恐々 

見た のでした。 

『へえ、 結構な 姿なん ですからね。』 

女の 声 は 大きい、 二 軒先の 勝手口で 云って 居ても 聞 

える 程な のです。 

『まあお 上ん なさい。』 



うか、 私 はこん な 苦笑 を 包みながら 先刻 S さんの 居た 

椅子へ 座りました。 

『御免下さい まし。 夜分 上りまして は 済みませんので 

すがね、 早く 出まして 三 里 も 五 里 も 歩きまして ね。』 

女 は 外の 板の 廊下へ 膝 を 突いて かう 云 ふので した。 

『それ は 気の毒 だ、 さあ 此方へ 来 給へ。』 

と 良人 は 云 ひました。 女 は 入って 来ました が、 私 は 

初対面の 挨拶 をす るの もき まりが 悪くて、 

『御 遠慮 をな さらないで、 此方へ 来て お掛けなさい。』 

などと 云 つ て 女 を 椅子に 座らせて しま ひました。 

『三 里 も 五 里 も 道に 迷 ひまして ね。』 



よこなん と 結んで、 藍 地の 麻の 葉の メリンスの 前掛を 

して 居ました。 女 は 穢れた 瓦斯 紅 絹の 八ッ 口から 見え 

る 自身の 腕 を 眺めて じっとして 居ました。 

『Y 君 はどうして るね。』 

『Y さんね、 毎日 毎日 歩く もんです からね、 こんな 底 

まめ を 三つ も 足の裏に 斿へ なすって ね、 今日は 動け な 

いんです よ。』 

私 は 女に 指 を ニ寸程 出して 見せられ るの を、 先刻 聞 

いた 三 里 五 里と 同じ やうに 思って 眺めて 居ました。 

『ひどい ものです ね。』 

とまた 女 は 云 ひました。 



『それ は 気の毒 だ。』 

『旅へ 出て 苦労ば かりし ますよ。 真実に。』 

『あなたの 国 は 何処 だい。』 

とつ フ あん 

『お 父 様 は 宇治なん です。』 

『京の かね。』 

『ええ、 お母さんと 云 ふお 方 は 九州の 人で、 それが 私 

の やうに 彼方此方と まごついて、 東京へ 来まして お 父 

様と 一緒にな つたので せう。 それから 九州へ 帰り まし 

て 商売 〔# 「商売」 は 底本で は 「商 買」〕 をし ましたの 

と つ つ あん 

です が、 私の 八つの 時に お 父 様 は 死にました のです。 

そして お母様 は 三人の 子の ある 男 を 家へ 入れたん です 



よ。 その 男に 三 軒 も 出して あった 店 は 皆つ ぶされ てし 

まひまして、 私 は 終 ひに 女郎にまで 売られた のです 

よ。』 

『さう かね。』 

『Y さんがく はしい こと をお 話しました さう です ね。』 

『少し は 聞きました がね、 あの 六 百 枚から 書いて おい 

でに なった 小説 を 見れば よく 解る の だら うけれ ど、 そ 

んな 暇がない もの だから。』 

『さう です か、 まあ 厭 だ。 この間 もね、 今日はす つか 

こちら 

り 此方へ 行って お話して 来た。 すっかり お話して 来た 

なんか 云って 居る のです よ。』 



先刻 女中に 渡して 置いた 末の 子が 泣いて 居る の を 私 

は 知って 居ながら、 立って 行って はこの 人に 悪い やう 

な 気がして じっとして 居る のでした。 直ぐ 梯子段の 下 

まで 来て 居る らしい ので、 私 は 座 を 離れて 行って、 

『伴れ てい らっしゃい。』 

と 云 ひました。 子供 は 涙の 溜った 目で 嬉し 相に 両親 

を 見廻しながら 抱かれて 入って 来ました。 

『女のお 子さん なんです か。』 

子供に は 赤い 無地の メリンス を 着せて あつたの です _ 

『男です よ。』 

『まあ 可愛らしい。』 



女 は 手 を 出して 私の 膝の 上に 居る 子供 を あやす やう 

にして 居ました。 よく 笑 ふ 子です から、 きいきいと 云 

つ て 居ました。 

『Y 君 はよ く 東京の 事情 を 知らない もの だから、 原稿 

さへ 書けば 直ぐ 金になる と 思って 居た ので、 気の毒 

だ。』 

『それです よ。 書いて しまったら 屹度お 金に な るんだ 

と 云 ふ ものです から、 どうぞ 書いて 頂戴、 私 は その 間 

どうで もします つて 云 ひまして ね。 働いて 居たん です 

よ。 その 間 は Y さん もさう です が 私 も 毎晚ー 一三 時 頃 ま 

で 寝ませんでした よ。』 



『金 は 出来ないでも Y 君の 仕事 は 真面目な ことで、 そ 

してきつ と 立派な ものが 出来たら うと 思 ふんです がね、 

どんなに 私の 心安い 本屋で もこれ まで 名の 知れて ない 

人の 長い 小説 は 引き受けて くれません からね。』 

『これ さへ 出来れば、 これ さへ 出来れば と 云って 居 ま 

してね。』 

女 は 涙 を 袖で 拭いて 居ました。 さう かと 思 ふと また 

急に、 

『坊ちゃん、 小母さん は 貧乏で おみやが ありません 

ね。』 

と 大きい 声で 子に 話 かけたり もす るので す。 



『恥し いお 話なん です が、 今日なん か 私の 来ます 時、 

あなた 炊いて 置いて 頂戴ね つて 云って 来ました お 来 は 

もう 一 合 あまり なんです よ。 二十日 も 三十日 もお 湯に 

は 入りません し、 Y さん はかう 云って 下さ るんで すよ 

お まへ は 昔の 顔に 似た 処 がー つも なくなつ たって。 ま 

あお 腰巻 を 一 つ 買っても 五十 銭 や 六十 銭 かかります か 

らね、 この間 もね、 小 笠 原さん と 云 ふ 巡査の 奥様の 処 

へ 行って ね、 小母さん、 私に お 腰巻 を 頂戴ね つて 云 ひ 

ますと ね、 困った ね、 私 も 一 つよりか けがへ がな いん 

だけれ どと 云って 恵んでくれ たんです よ。』 

『X x へ は 帰る 気に はならない のかい。』 



れ から Y さんが 来たんで すが、 あの人 は 初めから 何も 

持って 居な いんで せう。 私が 自分で 働いたり、 人に お 

金 を 借りたり しまして ね、 それから また 二月なん です 

からね。』 

『Y 君の 話で は 初めは 外の 人と 国 を 出て 来たと 云 ふぢ 

やない か。 その 人と 一緒になる つもりだった のかい。』 

『いいえ、 いいえ。』 

女 は 恐い 目 をし ました。 そして 首 を 暫くの 間 振って 

居ました。 

『途中で 道 伴に なった 人が あるんで すよ。 その 人が X 

X へ 帰って すっかり 話 をした もんです から 楼 主の 方へ 



なって 居ました しね。 それが 妙な ことで こんな ことに 

なりました のよ、 やはり あの 社の 或 方の お母様の 方が 

ね、 いい 人 だから 一遍 行って 逢って 見ろ つて あの人が 

云 ふもんで すから、 私 は 検査の 帰りに 一 寸 行きます と 

ね、 人 を 馬鹿にした 方で ね、 女郎が 真実の こと を 云 ふ 

時が あるかって、 そんな こと を 云 ふんです よ。 私 だつ 

て 人間です から 噓を云 ふこと もあります けれど、 Y さ 

んには 噓を云 ひません よと 云って 帰って来 たんです よ。 

Y さんが その 晚来 ましたから、 口惜しく つて 口惜しく 

つて 仕様がな いと 云 ひます とね、 随分 あれで 疑 ひ 深い 

のです からね、 噓 がない のなら 逃げて 見ろ と 云 ふので 



せう。 ええ 逃げます ともって 逃げたん です よ。』 

『年期 は どれ 程 あるんで すか。』 

と 私 は 問 ひました。 

『ええ、 丁度 二 年なん です よ。』 

『Y 君と あなたと は 何時までも 一 緒に なって 居られる、 

厭に なんか ならない と 信じ 合って 居る のです か。』 

『私 はもう それ はもと より、 あの人 だって まあ 別れる 

と 云 ふやうな 気に はなれない やうです ね。 私 は あの 書 

いた 物が お金に ならない からって、 いい加減に 諦め を 

附 けて、 伴れ て 帰らう と 思った がどうしても 居所が 知 

れ なんだ とか 何とか 云って 一 度 帰って いらっしゃい、 



女 はそんな こと は 気に も 留めて 居ない と 云 ふ 風で し 

た。 Y さん は それが あるので 死と 云 ふ 言葉 をよ く 使 ふ 

のでせ うが、 随分 違って 居る もの だと 私 は 思 ひました。 

『そんな 人に 身体が 遣れる もんなら、 私 は XX へで も 

帰れる わけです よ。 石に かじ リ附 いても あの 商売 は 二 

度と しょうと 思 ひません。』 

『内職って 何 だね。』 

と 良人 は 聞きました。 

『襯衣 や 腹 巻 を 縫 ふんです よ。 襯衣 は 三 銭に しかな り 

ません し、 腹 卷は六 厘から 一 銭まで なんです よ。 それ 

ひとき 

がね、 一 寸 一 切り 仕事が 切れた ものです から そんな 風 



にお 米 も 買 へな いんで すよ。 』 

『感心 だね。 よく 針が 持てる ね。』 

『私 は 編物なん かで も 八本 針 位 は 使 ひます。 さく子 さ 

ん 済まない ね、 あんなに 贅沢 をして 居た のになん か、 

一 一時 や 三時まで 起きて 居る と Y さん は 云 ふので すよ。 

醬油を 一 合 買つ たんです けれど、 煮る やうな 物 は 何も 

買へ ません から 黴びて しま ひました よ。 三 升 買った 糠 

で 漬物 を斿 へて それば かリ 食べ てます の。』 

『Y 君に 仕事が あると いいが ね。』 

『昨日ね、 なんかの 外交員が 入る と 書いて あつたと か 

で 其処へ 行きます とね、 金 を 一円 出さない と 何処と 云 



ふこと は教 へられな いと 云 ふんです つて。 一円が 十 銭 

もない と 云って Y さん は 帰って来 たんです つて。』 

『そんなのに 引っ掛つ ちゃ あいけ ません よ。 一 円が 取 

りたい から そんな 仕掛 をして あるんで すよ。 東京と 云 

ふ 処には いろんな 人が 居ます からね。』 

『へええ。』 

女 は 舌の 先 を 円く 巻いて 一 寸 出しました。 

翌日の 夕方に 良人が 机の 上で 肱 を 突きながら、 青桐 

の 根の 処を 眺めて、 

『Y が 自分の 甥 か 南 君 か だったら 憤って やる がね。』 

こんな こと を 云って ました 時、 ひよ つくら 玄関へ 来 



た 人 は Y さんでした。 

良人 は 二階で 暫く Y さんと 話してから 微笑 をして 降 

りて 来ました。 

『Y 君 はね、 昨夜 あの 女 を 出して 置いて から 或 家へ 行 

つて しまったの だと さ。 Y 君が 学生時代に 居た 家 ださ 

うだ。 女に は 手紙 をよ く 書いて 置いて 来たさう だよ。』 

昨夜 あの 女が 寿司 を 取って来て 食べさせても、 どう 

しても 喉に つまる と 云って ろくろく 食べなかった、 あ 

の 時分に Y さん は 女の 家 を 出た の だら うかな どと 私 は 

思 ひました。 

(を はり) 
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ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 旧字 を 新字 

にあら ためました。 

》 『』 で 挟まれた 部分 は、 折り返し 以降 全て 1 字 下げ 

で 組まれて いますが、 個別の レイアウト 注記 は 略し ま 

した。 

入力 ： 武田秀 男 

校正 ： 門 田裕志 

2 003 年 2 月 M 日 作成 



2 003 年 5 月 日 修ノ王 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



